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１．目的

欧米を中心とした森林衰退の原因として、酸性雨等の環境汚染物質による影響の可能性が疑われ、各国
で酸性降下物のモニタリング網が構築された。日本でも環境庁が東アジアネットワークを構築し、林野庁
も国内森林域降水成分のモニタリングを行った。平成７～11年度に実施した「酸性雨等の森林生態系影響
モニタリング」の結果、各ステーションで森林衰退は認められず、降水の多くは 5.6以下であるが、そpH
の性質には地域性があり、林内雨、樹幹流の性質は樹種によって異なることを明らかにした。
本課題では、林野庁のモニタリング・ネットワークと連携を図り、酸性降下物等の負荷実態と森林生態

系に及ぼす影響のモニタリングを行い、森林・渓流への影響を監視、解明することを目的とする。

２．全期間における研究成果の概要

全国８箇所に設定したモニタリングセンターステーションにおいて降雨等の水質モニタリングを継続し、

データの蓄積を図った。その結果、概ね の年平均値は5以下であったが、計測期間中に酸性化が進行しpH
ている兆候は認められなかった。 （電気伝導度）は降水量が多い年に減少し、降水量が少ない年に上EC
昇する傾向が認められた。また、全国的に春先の黄砂が激しい時期には、 、 、 濃度等が上昇するpH EC Ca
傾向が認められた。降雨に伴う無機態窒素負荷量は、8～10 程度と推定された。kg/ha
樹木の生長経過と衰退時に生じる年輪構造の変化を検出するため年輪解析を行った。その結果、樹木の

衰退初期に年輪幅の減少と年輪内最大密度の減少が認められ、枯死の数年前に年輪内最小密度の増加か始

まる傾向を認めた。これらのことは、樹木の衰退を検出する指標として有効と判断できた。

北海道では定山渓、東北では釜淵森林理水試験地と姫神、関東では宝川森林理水試験地、木曽では御岳

山麓、関西では山城試験地、四国では鷹取試験地、九州では鹿北試験地において渓流水質のモニタリング

を行った。その結果、 は6.5～7.5、 は10～70μ 程度であり、特段酸性化してる流域は認められpH EC S/cm
なかった。多雪地域では、融雪時に硝酸イオン濃度が上昇する等の特徴的な変動が認められた。また、降

雨時には硝酸イオン濃度が一時的に上昇し、その後低下する傾向が広く認められた。

全国のモニタリングセンターステーションまたはその近郊に調査地を設け、土壌特性や森林の生育状況

等を調査した。その結果、高齢林分を含めて酸性雨の影響とみられる森林衰退は確認できなかった。茨城

県つくば市のスギ・ヒノキ高齢林（1991年調査地設定当初110年生）では、2003年の間伐後もスギ幹材積の

微増が認められ、設定当初に作成した樹高推定式が14年後も高い精度を維持していることを明らかにした。
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５．評価結果の概要

わが国の森林・渓流に対する酸性雨等の影響を全国レベルで長期にわたるモニタリングによって明らか

にした本研究を高く評価する。全国レベルで森林域において、これほど長期に詳細な研究は過去に見当た

らず、今後の森林環境の変化に対する基礎データとして重要な位置を占めることになる。

研究の目的は充分達成されており、これらの成果をデータベースに収めると同時に、できる限り早くホ

ームページなどを通じて公表して欲しい。

６．評価において指摘された事項への対応

指摘の概要：研究結果をデータベースに収め、早急にホームページ等を通じて公表する必要がある。

対応の結果：平成17年度開始の後継交付金プロジェクト研究において、これまでに蓄積したデータの

データベース化を図ることとした。このなかでホームページ等を通じた公表の方法につ

いて検討を行う。


